

















































































































































資源充実効果 ○ ○ ○
評判管理効果 ○ ○ ○
束縛効果
監視効果，制裁効果，















































「埋め込まれた交換関係の分析フレームワーク」は Granovetter によって導入され、Uzzi によっ 
 






































過程により、職を見つける行動の過程や結果が制限され規定される」（Granovetter 1974, 邦訳 p.37）
と述べ、「分析される行動と制度は、進行中の社会的関係によって極めて拘束されているため、それ























































ネットワーク・レベルの埋め込み効果  Uzzi はさらに、このような特徴を持った紐帯が高い密
度で結びつくことで、つまり高密度で強結合なネットワークが形成されることで、そのネットワー
ク全体に、時間の経済性と配分の効率性（economics of time and allocative efficiency）、探索と統合的
な合意（search and integrative agreements）、リスクを恐れぬ積極的投資（risk taking and investment）、
複雑な適応とパレート改善（complex adaptation and Pareto improvements）という４つの効果が生じる



























出所： Uzzi（1996 p.692; 1997 p.60） 
 
いった、閉鎖性の悪影響が生まれてくるというものである（Uzzi 1997, p.57-9）。 
サーベイ調査  彼は一連の考えに基づきサーベイ調査を行い、埋め込みが企業の存続可能性（倒
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ネットワーク全体という「集合」を分析単位としている点にある（c.f. 久保田・芳賀 2008, p.8）。 
(3) embeddedness は直訳すると「埋め込まれ」であるが、ネットワーク研究領域では「埋め込み」が定訳となっ
ている。 












関係に埋め込まれることとなる（Uzzi 1996, p.679）。 
(6) 共同的な問題解決の取り決めは、その内容が Macneil（1978）のいう関係的契約（relational contracts）のも
とで生じる臨機応変で柔軟な適応と極めて類似している。あるいはそれは、Williamson（1979, p.254）が「結
果として起こる適応」（sequential adaptation）とよぶ、あらかじめ契約書に定められていなかったにもかかわ
らず「問題を片づける」（work things out）ために生じる適応とほぼ同じである。 
(7) したがってリレーションシップを形成するパートナーを経由して、第３者の有する資源を入手する効果、
第３者に関する情報（特に評判情報）を入手する効果、第３者を紹介をしてもらう効果については言及し
ないこととする。いわばチャンス効果といえるこれらは、ネットワーク・リレーションシップ研究でしば
しば指摘される効果である。 
(8) ゲームの終局問題とは、ある関係が終わろうとしている場合、今後も関係が続いていく場合と比べて、そ
の関係の維持や発展に対するインセンティブが低くなる可能性があるため、誠実でない、あるいは効率的
でない行動を選択する確率が高まるというものである。なお埋め込みネットワークがゲームの終局問題の
解決につながることは、Uzzi（1997, p.55）も指摘している。 
 
（2009年７月30日受理） 
